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塩

＜問い合わせ＞
　シティプロモーション課
☎ 0287（62）7109

ま
ち
か
ど
通信

　
３
校
を
取
り
巻
く

　
　
　
　
　
　
　
「
偶
然
」

◆
ま
ち
か
ど
通
信
員 

室
井
利
徳
◆

あなたの知らない世界　Stage3

～市内の古き学舎に思いをはせて～

　
学
校
の
存
在
を

　
　
　
　
　
支
え
る
の
は
…

塩原小中学校の学年は1～
9学年となっている

　
学
校
へ
の

　
　
　
人
々
の
想
い
や
願
い

  

お
知
ら
せ

転
居
・
婚
姻
な
ど
の
手
続

き
の
際
は
通
知
カ
ー
ド
を

忘
れ
ず
に
！

　

転
居
や
婚
姻
な
ど
で
、
住
所
・

氏
名
な
ど
が
変
更
に
な
る
場
合

は
、
届
け
出
の
際
、
免
許
証
な
ど

の
本
人
確
認
書
類
の
ほ
か
に
個
人

番
号
の
通
知
カ
ー
ド
も
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
変
更
が
あ
っ
た
人
は
送

付
さ
れ
た
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申

請
書
は
使
え
ま
せ
ん
。
市
役
所
に

新
し
い
申
請
書
を
受
け
取
り
に
来

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
本
市
民
課

　
　
　
　
　
☎
（
62
）
７
１
３
２

９
月
豪
雨
被
災
住
宅
の

　
　
再
建
を
支
援
し
ま
す

　

昨
年
９
月
の
関
東
・
東
北
豪
雨

で
損
壊
し
た
住
宅
に
つ
い
て
、
融

資
を
受
け
て
再
建
な
ど
を
行
う
場

合
の
利
子
を
一
部
負
担
し
ま
す
。

▼
対
象　
半
壊
・
一
部
損
壊
で
、

　

借
入
金
額
が
１
０
０
万
円
以
上

　

５
０
０
万
円
以
下
の
住
宅

※
生
活
再
建
支
援
金
支
給
対
象
者

　

を
除
く
。

▼
市
の
負
担
上
限　
2
・
75
％

▼
利
子
負
担
期
間　
５
年
間

▼
申
請
期
限

　

平
成
30
年
３
月
30
日
㈮

▼
問
い
合
わ
せ

○
本
都
市
整
備
課

　
　
　
　
　
☎
（
62
）
７
１
６
２

不
動
産
の

　
　
公
売
を
行
い
ま
す

▼
と
き　
3
月
1
日
㈫
午
前
10
時

　

～
10
時
10
分

▼
と
こ
ろ

　

本
９
０
１
会
議
室
（
東
庁
舎
）

▼
公
売
物
件

・
財
産
種
別　

土
地

・
所
在　
　
　

塩
原
地
内

・
地
目　
　
　

田

※
現
況
は
雑
種
地
。
土
地
区
画
整

広　
告

国民年金基金は、国民年金に加入している人のための公的な年金制度です！！
・資料請求やお問い合わせは、フリーダイヤルやインターネット
　またはリーフレットに添付されてるハガキをご利用ください。
・リーフレットは、市役所や商工会などにも置かせていただいて
　ます。

栃　木　県　国　民　年　金　基　金
宇都宮市昭和1-7-10　東昭ビル4階

0120－65－4192フリーダイヤル
www.npfa.or.jp

掛金が全額社会保険料
控除で、税金がおトクです！

掛
金 掛

金

農
耕
車
も
軽
自
動
車
税
の

登
録
手
続
き
が
必
要
で
す

　

ト
ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ
ン
な

ど
の
農
耕
用
車
両
の
う
ち
、
人
が

乗
っ
て
操
作
す
る
車
両
は
軽
自
動

車
税
の
課
税
対
象
に
な
り
ま
す
。

公
道
を
走
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ

ら
ず
、
登
録
が
必
要
で
す
。

　

現
在
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が

付
い
て
い
な
い
車
両
を
持
っ
て
い

る
人
は
、
早
め
に
登
録
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

※
登
録
が
遅
れ
た
場
合
、
さ
か
の

　

ぼ
っ
て
課
税
さ
れ
る
こ
と
が
あ

　

り
ま
す
。

▼
持
ち
物

　

印
か
ん
と
次
の
証
明
書

・
店
で
購
入
し
た
場
合

　

→
販
売
証
明
書

・
譲
渡
さ
れ
た
場
合

　

→
廃
車
証
明
書
と
譲
渡
証
明
書

▼
届
け
出
・
問
い
合
わ
せ

○
本
課
税
課

　
　
　
　
　
☎
（
62
）
７
１
７
９

○
西
総
務
税
務
課　
　

　
　
　
　
　
☎
（
37
）
５
１
０
１

○
塩
総
務
福
祉
課

　
　
　
　
　
☎
（
32
）
２
９
１
０

　

理
後
、
長
期
未
利
用
で
茅か

や

が

　

茂
っ
て
い
る
。

・
地
積　
　
　
　

１
２
６
６
㎡

・
見
積
価
格　
　

６
３
４
万
円

・
公
売
保
証
金　

64
万
円

▼
そ
の
他　
農
地
の
た
め
「
買
受

　

適
格
証
明
書
」
の
提
出
が
必
要

　

で
す
。
2
月
5
日
ま
で
に
農
業

　

委
員
会
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

※
希
望
者
に
は
詳
細
が
書
か
れ
た

　
「
不
動
産
公
売
案
内
」を
送
る
の

　

で
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
本
収
税
課

　
　
　
　
　
☎
（
62
）
７
１
９
０

市
役
所
で

　
避
難
訓
練
を
行
い
ま
す

　

火
災
の
発
生
な
ど
を
想
定
し
て

避
難
訓
練
を
行
い
ま
す
。
来
庁
の

際
は
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
と
き
　

　

１
月
28
日
㈭
午
前
10
時
～

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
本
庁
舎

▼
問
い
合
わ
せ

○
本
財
政
課

　
　
　
　
　
☎
（
62
）
７
１
１
７

　

時
は
明
治
6
年（
１
８
７
３

年
）、
学
制
発
布
の
翌
年
、
市
内

5
つ
の
小
学
校
が
開
校
し
た
。

　

そ
の
5
校
も
幾
度
か
の
統
廃
合

を
経
て
、
現
在
は
鍋
掛
小
学
校
・

塩
原
小
学
校
・
金
沢
小
学
校
の
3

校
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
は

こ
の
3
校
に
注
目
し
て
み
た
。

　

こ
の
3
校
の
歴
史
を
見
れ
ば
、

学
校
や
教
育
に
対
す
る
当
時
の

人
々
の
想
い
が
理
解
で
き
る
。

　

学
制
発
布
初
期
は
寺
院
を
学
舎

と
す
る
形
が
全
国
各
地
で
多
々
見

ら
れ
た
。
こ
の
3
校
も
そ
の
例
に

漏
れ
ず
、
鍋
掛
小
学
校
は
正
観
寺

に
日
新
館（
日
新
塾
）と
し
て
、
塩

原
小
学
校
は
妙
雲
寺
に
開
生
校

舎
、
金
沢
小
学
校
は
要
金
寺
に
金

沢
学
校
と
し
て
近
隣
地
域
内
の
寺

院
に
設
置
さ
れ
た
。

　

ち
な
み
に
、
開
校
時
の
鍋
掛
小

学
校
の「
日
新
館
」と
い
う
名
称

は
、
会
津
の
日
新
館
に
由
来
す
る

と
の
こ
と
。
現
在
は
日
新
中
学
校

や
正
観
寺
分
校
と
言
わ
れ
て
い
る

矢
板
市
の
日
新
小
学
校
に
受
け
継

が
れ
て
い
る
と
い
う
。こ
こ
か
ら
、

当
時
の
人
々
の「
学
校
」「
教
育
」

に
対
す
る
期
待
や
「
後
世
に
恥
じ

な
い
人
創
り
を
し
て
い
こ
う
」
と

い
っ
た
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る

と
読
み
解
け
る
だ
ろ
う
。

　

興
味
が
あ
る
人
は
、
各
校
の
出

発
点
と
な
っ
た
寺
院
に
出
掛
け
、

和
尚
さ
ん
に
話
を
伺
う
の
も
楽
し

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
こ
で
今
回
訪
問
し
た
3
校
の

興
味
深
い「
偶
然
」を
伝
え
た
い
。

　

鍋
掛
小
学
校
は
、
寺
子
小
学
校

と
の
統
合
に
よ
り
今
年
度
か
ら

「
新
生
」鍋
掛
小
学
校
と
な
っ
た
。

　

塩
原
小
学
校
は
、
昨
年
度
か
ら

塩
原
中
学
校
と
校
舎
一
体
型

の
塩
原
小
中
学
校（
通
称
）と

し
て
開
校
し
た
。
国
で
は
、

小
学
校
か
ら
中
学
校
ま
で
の

義
務
教
育
を
一
貫
し
て
行
う

「
義
務
教
育
学
校
」を
来
年

度
か
ら
新
設
す
る
。
塩
原
小

中
学
校
も
い
ず
れ
義
務
教
育

学
校
と
な
る
の
か
、
教
育
委

員
会
の
検
討
が
待
た
れ
る
と

こ
ろ
だ
。

　

中
で
も
印
象
的
だ
っ
た
の
が
、

金
沢
小
・
大
田
原
校
長
の「
子
ど

も
た
ち
が
不
安
な
く
元
気
に
通
え

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
今
の
私
た

ち
の
務
め
」と
い
う
話
だ
。
こ
れ

は
、
地
域
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
学
校
が
連

箒
根
地
区
消
防
防
災
訓
練

　
箒
根
地
区
消
防
防
災
訓
練
の
た

め
、
防
災
無
線
（
金
沢
・
宇
都
野
・

下
大
貫
・
上
大
貫
・
高
阿
津
）
の

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
車
が
サ
イ
レ
ン
を

鳴
ら
し
て
出
動
す
る
の
で
、
火
災

と
間
違
わ
な
い
よ
う
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
と
き　
１
月
20
日
㈬
午
前
９
時

　

30
分
～
11
時

▼
と
こ
ろ　
金
沢
小
学
校

▼
問
い
合
わ
せ

○
那
須
地
区
消
防
組
合

　
西
那
須
野
消
防
署
塩
原
分
署

　
　
　
　
　
☎
（
32
）
２
９
４
９

鍋掛小

  

 

 明治6年3月　開校
 平成27年4月 寺子小と統合
 

塩原小

 

 

 明治6年4月   開校
 平成17年4月 上塩原小と統合
 平成26年4月 塩原小中学校（通称）
                    開校
 

金沢小
 明治6年6月    開校
 平成28年4月  関谷小と統合予定

3校の略歴
　

金
沢
小
学
校
は
、
来
年
度
か
ら

関
谷
小
学
校
と
の
統
合
が
決
定
し

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
3
校
は
、
偶
然
に

も
近
年
の
統
廃
合
で
そ
れ
ぞ
れ
の

道
を
歩
み
始
め
て
い
た
の
だ
。

携
し
、「
何
か
を
学
ば
せ

る
」の
で
は
な
く「
何
を
学

ぶ
」の
か
地
域
社
会
全
体

で
育
む
こ
と
が
重
要
だ
と

い
う
視
点
だ
。「
地
域
の

宝
」で
あ
る
子
ど
も
た
ち

が
の
び
の
び
と
学
ぶ
学
校

は
、
地
域
に
と
っ
て
も
大

切
な
場
所
な
の
だ
。

　

今
回
取
材
し
た
3
校
と
共
通
す

る
よ
う
な
変
遷
が
あ
っ
た
学
校
は

少
な
く
な
い
。
こ
う
い
っ
た
学
校

教
育
を
め
ぐ
る
状
況
の
変
化
は
現

在
進
行
形
で
あ
り
、
時
代
の
流
れ

の
中
で
そ
の
時
々
の
考
え
方
や
制

度
な
ど
無
視
で
き
な
い
現
実
に
常

に
目
を
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ

れ
が
「
今
」に
繋
が
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
学
校
の
存
在

を
支
え
る
の
は
、
国
や
自
治
体
ば

か
り
で
は
な
く
地
域
の
人
々
だ
。

こ
れ
を
読
ん
で
く
れ
た
あ
な
た
も

含
め
て
…
。


